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●
子
育
て
支
援
の
ア
ピ
ー
ル
方
法

に
つ
い
て

　

Ｑ　

子
育
て
支
援
策
の
ア
ピ
ー

ル
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　

Ａ　

子
育
て
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
開
設
や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の

導
入
効
果
な
ど
を
検
証
し
な
が

ら
、
市
民
へ
の
周
知
と
併
せ
て
、

市
外
へ
も
本
市
の
魅
力
を
発
信
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

７月２４日、２５日小学生広島派遣事業で、児童が戦争の悲惨さや平和の尊さ
について学びました＜広島平和記念公園にて＞

６月２６日から７月２日まで、「平和展」が開催されました

空
き
家
対
策
に
向
け
た

行
政
情
報
の
活
用
と
取
り
組
み
は

●
空
き
家
対
策
の 
進 しん 　
  �
に
つ
い
て

ち
ょ
く

　

Ｑ　

空
き
家
所
有
者
を
把
握
す

る
た
め
、
行
政
情
報
を
ど
の
程
度

活
用
で
き
る
の
か
。

　

Ａ　

住
民
票
な
ど
の
情
報
に
加

え
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
固
定

資
産
税
の
情
報
を
内
部
利
用
す
る

こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
。

　

Ｑ　

空
き
家
対
策
に
今
後
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

Ａ　

今
年
度
、
空
家
等
対
策
計

画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
が
所
有
す
る
空
き
家
を
増
や
さ

な
い
た
め
の
Ｐ
Ｒ
や
空
き
家
を
不

動
産
市
場
へ
流
通
さ
せ
る
な
ど
の

抑
制
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
危
機
管
理
に
つ
い
て

　

Ｑ　

大
規
模
災
害
や
武
力
攻
撃

以
外
の
危
機
管
理
体
制
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　

Ａ　

危
機
管
理
上
に
関
わ
る
こ

と
は
、
統
一
的
に
危
機
管
理
課
が

把
握
す
べ
き
で
あ
る
た
め
、
関
係

各
課
の
意
見
な
ど
を
参
考
に
、
危

機
管
理
体
制
の
基
本
方
針
を
作
成

し
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

災
害
時
に
、
現
場
を
上
空

か
ら
撮
影
し
て
確
認
で
き
る
、
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
を
検
討
し
て
は
。

　

Ａ　

安
全
性
や
平
常
時
を
含
む

利
用
価
値
、
維
持
管
理
な
ど
の
情

報
収
集
を
行
い
、
活
用
で
き
る
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
心
の
健
康
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

Ｑ　

自
殺
対
策
計
画
策
定
に
向

け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

Ａ　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
県

の
計
画
を
踏
ま
え
、
平
成　

年
度

３０

中
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

公
明
党 

松
澤　

堅
二

豪
雨
対
策
と
な
る
比
留
川
遊
水
地

整
備
工
事
の
早
期
完
成
を

図
書
館
の
充
実
な
ど
今
後
の

生
涯
学
習
施
設
の
在
り
方
は

市
役
所
や
公
共
施
設
へ

難
聴
者
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
を

　

年
度
は　

頭
駆
除
し
て
い
る
。

２８

４６

●
民
地
の
樹
木
剪
定
に
つ
い
て

（
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
防
犯
灯
周
辺
）

　

Ｑ　

民
地
内
に
設
置
し
た
防
犯

灯
に
木
が
生
い
茂
り
、
支
障
と
な

っ
た
場
合
の
市
の
対
応
は
。

　

Ａ　

基
本
的
に
は
樹
木
の
所
有

者
に
剪
定
を
お
願
い
し
て
い
る 

が
、
緊
急
性
が
あ
る
場
合
は
、
市

で
剪
定
す
る
こ
と
も
あ
る
。

●
公
共
施
設
利
用
の
難
聴
者
や
視

覚
障
が
い
者
対
策
に
つ
い
て

　

Ｑ　

難
聴
の
方
が
公
共
施
設
を

利
用
す
る
際
、
周
囲
の
ざ
わ
つ
き

で
補
聴
器
が
聞
こ
え
に
く
い
な
ど

の
声
を
聞
く
が
、
市
の
対
応
は
。

　

Ａ　

平
成　

年　

月
開
所
予
定

２９

１０

の
保
健
福
祉
プ
ラ
ザ
で
は
、
窓
口

で
簡
単
に
利
用
で
き
る
携
帯
型
の

音
声
拡
張
機
器
を
配
置
す
る
。
さ

ら
に
、
移
動
式
の
磁
気
ル
ー
プ
な

ど
を
導
入
し
、
施
設
利
用
者
へ
貸

し
出
す
予
定
で
あ
る
。
市
は
こ
れ

ま
で
も
難
聴
者
へ
の
環
境
整
備
を

進
め
て
き
た
が
、
今
後
も
必
要
な

配
慮
や
支
援
を
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

市
オ
ー
エ
ン
ス
文
化
会
館

の
大
小
ホ
ー
ル
な
ど
に
赤
外
線
補

聴
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
な
い
か
。

　

Ａ　

保
健
福
祉
プ
ラ
ザ
で
の
利

用
状
況
や
利
用
者
の
声
を
聞
き
、

導
入
の
要
否
を
検
討
し
て
い
く
。

●
外
来
動
植
物
対
策
に
つ
い
て

　

Ｑ　

近
年
急
増
し
て
い
る
外
来

動
植
物
は
人
間
に
危
害
を
加
え
る

も
の
が
増
え
て
い
る
が
、
市
の
外

来
動
物
の
駆
除
状
況
は
。

　

Ａ　

特
定
外
来
生
物
と
指
定
さ

れ
て
い
る
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
平
成

　

年
度
は
７
頭
、　

年
度
は　

頭
、

２６

２７

２２

日
本
共
産
党　

松
本　

春
男

●
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
生
涯

学
習
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

　

Ｑ　

庁
舎
の
市
民
ホ
ー
ル
に
学

習
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
な
い
か
。

　

Ａ　

市
役
所
１
階
の
北
側
玄
関

か
ら
喫
茶
店
ま
で
の
範
囲
で
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
検
討
し
て
お
り
、
来

年
度
に
は
、
自
由
に
使
え
る
学
習

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
い
。

　

Ｑ　

図
書
館
は
、知
的
資
源
、情

報
資
源
を
提
供
す
る
生
涯
学
習
施

設
で
あ
る
た
め
、
市
民
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
や
社
会
全
体
の
教
育
力
向

上
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
運
営
が

必
要
だ
と
思
う
が
、市
の
考
え
は
。

　

Ａ　

次
期
指
定
管
理
者
に
対
し

て
、
平
日
の　

時
ま
で
の
開
館
や

１９

電
子
書
籍
の
導
入
な
ど
、
ソ
フ
ト

面
の
充
実
を
求
め
て
い
き
た
い
。

●
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
に

よ
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

に
つ
い
て

　

Ｑ　

民
設
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
は
、
設
置
や
運
営
に
負
担
が

生
じ
て
い
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う

な
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

Ａ　

移
転
や
改
修
費
用
の
支
援

を
行
う
な
ど
、
条
例
に
適
合
す
る

施
設
へ
速
や
か
に
移
行
で
き
る
よ

う
相
談
に
応
じ
て
お
り
、
今
後
も

支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

公
設
ク
ラ
ブ
の
利
用
を
考

え
て
い
る
保
護
者
の
潜
在
的
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
て
は
ど
う
か
。

　

Ａ　

公
設
ク
ラ
ブ
の
な
い
地
域

で
の
調
査
は
実
施
し
て
お
り
、
今

年
度
は
、
小
学
校
一
年
生
の
全
保

護
者
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
、

公
設
・
民
設
ク
ラ
ブ
を
合
わ
せ
た
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
き
た
い
。

あ
や
せ
未
来
会
議　

佐
竹　

百
里

子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
む

教
育
に
力
を
入
れ
な
い
か

●
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育

む
教
育
に
つ
い
て

　

Ｑ　

生
き
る
力
を
身
に
付
け
る

た
め
の
教
育
方
針
は
。

　

Ａ　

生
き
る
力
を
支
え
る
確
か

な
学
力
、豊
か
な
心
、健
や
か
な
体

を
育
む
た
め
一
人
一
人
に
合
っ
た

き
め
細
や
か
な
指
導
の
充
実
、
道

徳
教
育
を
は
じ
め
と
し
た
心
の
教

育
の
推
進
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

　

Ｑ　

人
工
知
能
が
発
達
し
、
人

間
の
知
能
を
超
え
る
と
い
う
２
０

４
５
年
問
題
を
研
究
し
な
い
か
。

　

Ａ　

今
後
の
急
激
な
社
会
的
変

化
の
中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
必

要
な
資
質
や
能
力
を
備
え
ら
れ
る

よ
う
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
き
、授
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

郷
土
愛
を
育
む
教
育
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

Ａ　

綾
瀬
を
身
近
に
感
じ
、
誇

り
を
持
て
る
よ
う
、
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
人
物
を
題
材
に
し
た
自
作

資
料
を
作
成
し
、活
用
し
て
い
る
。

　

Ｑ　

道
徳
教
育
の
一
環
で
、
積

極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

参
加
に
力
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　

Ａ　

各
学
校
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
さ
ら

に
、
体
験
活
動
の
充
実
を
図
る
。

志
政
あ
や
せ　

金
江　

大
志

●
比
留
川
遊
水
地
の 
進 しん 　
  �
状
況
に

ち
ょ
く

つ
い
て

　

Ｑ　

近
年
の
豪
雨
な
ど
を
考
慮

す
る
と
比
留
川
遊
水
地
の
早
期
整

備
完
成
を
望
む
が
、
説
明
会
の
開

催
状
況
と
工
事
の 
進 しん 　
  �
状
況
は
。

ち
ょ
く

　

Ａ　

平
成　

年
１
月
に
土
地
権

２９

利
者
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
、
用
地
買
収
な
ど
の
理
解
を

得
ら
れ
て
い
る
。
４
月
に
深
谷
川

用
水
事
業
組
合
、
６
月
に
落
合
自

治
会
の
６
・
７
・
８
区
を
対
象
と
し

た
説
明
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
工
事
は
７

月
上
旬
に
着
工
し
、
平
成　

年
度

２９

内
完
成
を
目
指
し
進
め
て
い
く
。

　

Ｑ　

遊
水
地
の
工
事
区
域
内
に

あ
る
農
業
用
水
路
は
、
新
幹
線
南

側
の
水
田
へ
水
を
供
給
し
て
い
る

が
、
水
路
の
切
り
回
し
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　

Ａ　

遊
水
地
の
堤
防
に
沿
っ
て

東
側
の
道
路
側
へ
切
り
回
し
を
行

い
、
下
流
側
水
田
へ
の
水
の
供
給

を
計
画
し
て
い
る
。

●
深
谷
中
央
特
定
土
地
区
画
整
理

事
業
の
ま
ち
づ
く
り
の 
進 しん 　
  �
状
況

ち
ょ
く

と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

　

Ｑ　

区
域
内
で
住
居
表
示
を
実

施
す
る
具
体
的
な
目
的
は
。

　

Ａ　

既
存
住
所
は
、
土
地
の
地

番
を
用
い
て
お
り
、
分
合
筆
で
飛

び
地
番
が
生
じ
る
と
、
郵
便
物
な

ど
の
誤
配
達
や
緊
急
車
両
到
達
時

間
へ
の
影
響
な
ど
、
日
常
生
活
に

混
乱
を
来
す
。
合
理
的
で
整
っ
た

住
居
表
示
の
実
施
に
よ
り
、
日
常

生
活
の
利
便
性
、
効
率
性
を
向
上

さ
せ
、
公
共
福
祉
の
増
進
、
都
市

の
質
の
向
上
を
図
る
。

新
政
会　
　
　

比
留
川
政
彦

市の花  「バラ」


